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1章 はじめに  
1.1 研究背景 
 
“The Public Domain is the material from which society derives knowledge and fashions 
new cultural works. 
Having a healthy and thriving Public Domain is essential to the social and economic 
well-being of society.”1 
 
 これは、Europeanaが 2010年に策定した『パブリックドメイン憲章（The Europeana 
Public Domain Charter）』中の一文である。Europeanaとは、2008年に誕生した、欧州
全域のミュージアムを始めとする文化機関を統合するデジタルアーカイブであり、2017年






根拠は存在しないこと、といった原則を策定している。   
Europeana が本憲章を公開した背景には、パブリックドメイン作品を含めた文化資源全
般の「囲い込み」が急速に進展しつつあるという議論が存在する。Boyle（2003）は、16













                                                  
1 “The Europeana Public Domain Charter”. Europeana Professional.  
2 Boyle, James. The Second Enclosure Movement and the Construction of the Public 




































                                                  
3 Mazzone, Jason. Copyfraud. Legal Studies Paper. 2005, vol. 81, p. 1026-1100.  
4 Crews, Kenneth D., Brown, Melissa A. Control of Museum Art Images: The Reach and 





























                                                  
5 Crews, Kenneth D. Museum Policies and Art Images: Conflicting Objectives and 
Copyright Overreaching. Fordham Intellectual Property, Media & Entertainment Law 
Journal. 2012, vol. 22, p. 795-834. 
6 Petri, Grischka. The Public Domain vs. the Museum: The Limits of Copyright and 
Reproductions of Two-dimensional Works of Art. Journal of Conservation and Museum 
Studies. 2014, vol. 12, no. 1, p. 1-12. 
7 中野潔. 利用者による誤解の可能性を構造的に内包したコンテンツビジネスとその影
響：ペイドパブリシティーの問題および文化財の著作権存在偽装の問題を中心として. 学術





























                                                  












2.2 調査結果  
2.2.1 東京国立博物館 














                                                  
10 数値等については、 
“独立行政法人国立文化財機構概要 平成 28年度（2016年度）日本語版”. 独立行政法人
国立文化財機構. 






図 1 東京国立博物館組織図 












































































 Google Arts & Culture16は世界各地の有名なミュージアムと提携し、芸術作品の超高解
像度画像を公開するとともに館内をストリートビューで観覧できるようにしたポータルサ
                                                  
11 http://www.tnm.jp/modules/r_collection/index.php?controller=top  
12 http://webarchives.tnm.jp/imgsearch/  
13 http://webarchives.tnm.jp/archives/  











内訳は、高精細（約9000*7000 pixel）のもので tiff版と jpg版、より軽い解像度（約1500*1000 























































8. 8.1つの成果物に含まれる画像の点数が 20枚を超えないこと。 
 



































像のフォーマットは TIFFであり、解像度は 9000*7000 pixel、本サービスに登録されてい
る東博の画像件数は 18,447件である。 
 e国宝および文化遺産オンラインに提供している東博の画像についても、表 2表 3のポリ
シーが適用されることになる20。ただし、メタデータについては現在のところ明確な利用条
件は設定されていない。Google Arts & Cultureで公開されている東博のコンテンツについ
て現在のところ閲覧以外の利用は想定されておらず、メタデータについても利用条件は定
められていない。今後 Google側が利用条件の変更を希望した場合は、東博独自にではなく



























2.2.2 奈良国立博物館  













                                                  
21 数値等については、 
“独立行政法人国立文化財機構概要 平成 28年度（2016年度）日本語版”. 独立行政法人
国立文化財機構. 







図 2 奈良国立博物館組織図 

























































                                                  
22 http://www.narahaku.go.jp/collection/  
23 http://imagedb.narahaku.go.jp/archive_search/search/Login.action  
15 
 
 日本美術院が 1899年から 1944年にかけて行った仏像彫刻を中心とする文化財の修理記
































                                                                                                                                                  
24 http://bijutsuindb.narahaku.go.jp/  
25 http://www.narahaku.go.jp/archives/05.html  

















 公刊しない個人の研究資料（レポートやパワーポイント、口頭発表資料を含む）。  
 学校の授業や事前学習などのために教員や生徒が作成するスライドやプリント。  
 学校や地域のサークル、NPOなどの団体が作成するイベント告知やチラシ。  
 販売を目的としない模刻や模写制作の参考資料。  
（以上の場合は、利用した画像が奈良国立博物館のものであることを明示すること）  












































                                                  
27 数値等については、 
“独立行政法人国立文化財機構概要 平成 28年度（2016年度）日本語版”. 独立行政法人
国立文化財機構. 





図 3 京都国立博物館組織図 









 京博の所蔵品のうち 5,000件超の作品と各作品に関するメタデータと 10,000点以上の画
像データを公開している。なお、寄託品については公開していない。 
 
② KNM GALLERY29 








                                                  
28 http://www.kyohaku.go.jp/jp/syuzou/db/index.html  
29 http://gallery.kyohaku.go.jp/  




 京博が連携を行っている外部アーカイブは e国宝、文化遺産オンライン、Google Arts & 
Culture である。e 国宝への提供件数は 202 件、文化遺産オンラインへの提供件数は 393

























































                                                  
31 http://www.kyohaku.go.jp/jp/pct/pdf/kashidashi_youkou.pdf  
32 https://www.artize.net/cgi-bin/Index.cgi  
33 数値等については、 
“独立行政法人国立文化財機構概要 平成 28年度（2016年度）日本語版”. 独立行政法人
国立文化財機構. 





図 4 九州国立博物館組織図 









 九博の収蔵品のうち 1,237件の画像および解説含むメタデータを公開している。 
 











                                                  
34 http://collection.kyuhaku.jp/gallery/  
35 http://www.kyuhaku.jp/dazaifu/  
36 http://collection.kyuhaku.jp/souke/  
22 
 










 九博が所蔵する郷土人形約 13,000点に関する画像とメタデータを公開している。 
 
⑥ 外部連携アーカイブ 





















                                                  
37 http://kyuhaku.jmc.or.jp/  


















                                                  
39 http://www.kyuhaku.jp/visit/visit_gazo.html  
24 
 










 インタビュー調査は 2016年 11月 2日（現地時間）に実施した。インタビュー対象は、





 コレクション数：約 1,100,000件 
 事業費用計（2015年度/2014年度）：€114,953,000 / €83,534,000  




て、レンブラント（Rembrandt Harmensz van Rijn）『夜警（Militia Company of 
District II under the Command of Captain Frans Banninck Cocq）』やフェルメール





                                                  
40 数値等については、 














は Publications Department である。同課ではデジタルの出版物も扱っており、インタビ
ュー対象の Peter Gorgels氏もここに所属している。コレクションのデジタル化や権利処理、
メタデータの作成等は Information Technology Department が担当する。この他に、
Finance Departmentと外部資金の獲得を主要業務とする Development Departmentが資
料のデジタル化や Rijksstudioの構築のための予算を獲得した。特に Rijksstudioの構築に
際しては宝くじ財団から約 1,000,000€の助成金を得ている。 
























                                                  
41 https://www.rijksmuseum.nl/en/rijksstudio  
27 
 
 Rijksmuseum が連携している主な外部アーカイブは Google Arts & Culture と
Europeana（3.2.2で詳述）である。 
Google Arts & Cultureには現在 164,512点の画像データとメタデータを提供しているが、
画像データについては多くの場合Rijksstudio上で公開しているものの方が高精細であると





 Rijksstudio で公開されているほぼ全ての画像データ（ひいては Rijksmuseumが外部ア






















                                                  















3.2.2 Europeana  
 インタビュー調査は 2016 年 11 月 3 日（現地時間）に実施した。インタビュー対象は
Europeana Foundationのマネージメント部門副部長である、Harry Verwayen氏である。 
  
（1） 概要 














 Europeanaの直接の運営主体は前述の様に Europeana Foundationという法人団体であ
り，その本部はオランダ，ハーグにあるオランダ王立図書館に設置されている。Europeana 
Foundation は約 50 名のスタッフと文化機関の代表など 17 名からなる理事会(Governing 
Board)で構成される。また Europeana Foundationは，Europeana参加機関のうち 1,300
名のメンバーによって構成される Europeana Network Associationというコミュニティー
                                                  
44 http://www.europeana.eu/portal/en 
45 http://pro.europeana.eu/ 





と連携して業務にあたる。Europeana Network Association は投票により 30 名の委員
(Members Council)を選出し，さらにそこから 6名を管理委員(Management Board)として
任命する。この 6名は Europeana Foundationの理事も兼任する。この他に，先にも述べ











Terms of Use 
 
Metadata 
All metadata available on europeana.eu are published free of restrictions, under the 
terms of the Creative Commons CC0 1.0 Universal Public Domain Dedication. However 
if you re-use data published by Europeana, we encourage you to follow the Europeana 




The previews that are shown on Europeana.eu can only be used in accordance with the 
rights information displayed alongside them (the badges underneath the previews). If 
there is no rights information displayed alongside a preview, these previews may only 
be used in accordance with the applicable copyright laws. However, in the latter event, 





                                                  



































 利用したパブリックドメイン作品からは PDM を外したり誤った権利情報を付与した
りせず PDMが適用されている旨を明示すること 
                                                  
49 https://creativecommons.org/publicdomain/zero/1.0/  
50 http://www.europeana.eu/portal/en/rights/metadata.html  


























b 孤児著作物指令(Certain permitted uses of orphan works directive) 
Europeana を成功させるためにはこうした大量の孤児著作物の活用が必須の課題であっ







                                                  










































                                                  

















の共通原則を定める「公共セクター情報の再利用指令(Directive on Re-Use of Public Sector 










































































































                                                  
57 著作権法 51条 






















 日本国外において写真の著作物の著作物性が争点となった事例としては、Bridgeman Art 









                                                  
59 相澤英孝「判批」斎藤博＝半田正夫編『著作権判例百選（第 3版）』42頁，43頁（2001）。 
60 北村行夫「判批」中山信弘ほか編『著作権判例百選（第 4版）』26頁，27頁（2009）。 
61 知財高裁平成 18年 3月 29日判決判タ 1234号 295頁。 
62 Bridgeman Art Library, Ltd. v. Corel Corp., 36 F. Supp. 2d 191 (S.D.N.Y. 1999).  
63 Petri, Grischka. The Public Domain vs. the Museum: The Limits of Copyright and 
Reproductions of Two-dimensional Works of Art. Journal of Conservation and Museum 




































                                                  
65 ただし、不法行為には該当し得る。 
66 Crews, Kenneth D. Museum Policies and Art Images: Conflicting Objectives and 
Copyright Overreaching. Fordham Intellectual Property, Media & Entertainment Law 


































                                                  
68 著作権法 18条 
69 著作権法 19条 















































































                                                  
77 http://www.tnm.jp/modules/r_free_page/index.php?id=1372  






81 http://www.kyohaku.go.jp/jp/pct/pdf/kashidashi_youkou.pdf  
82 http://www.kyuhaku.jp/visit/visit_gazo.html  

































                                                  
84 http://www.tnm.jp/modules/r_free_page/index.php?id=1372  
85 https://images.dnpartcom.jp/pdf/list_TNM.pdf  
86 http://www.kyohaku.go.jp/jp/pct/pdf/kashidashi_youkou.pdf  
87 奈良国立博物館資料室長へのインタビュー調査による。 
88 著作権と所有権の関係の詳細については、「顔真卿自書建中告身帖事件」（最高裁昭和 59
年 1月 20日第二小法廷判決民集 38巻 1号 1頁）および中山信弘. 著作権法. 第二版, 有斐
閣, 2014, p.241-246を参照されたし。 
43 
 































                                                  
89 東京国立博物館博物館情報課長へのインタビュー調査による。 





































                                                  
93 Petri, Grischka. The Public Domain vs. the Museum: The Limits of Copyright and 
Reproductions of Two-dimensional Works of Art. Journal of Conservation and Museum 
Studies. 2014, vol. 12, no. 1, p. 1-12. 
94 Crews, Kenneth D. Museum Policies and Art Images: Conflicting Objectives and 
Copyright Overreaching. Fordham Intellectual Property, Media & Entertainment Law 
Journal. 2012, vol. 22, p. 795-834.  
95 Verwayen, Harry. et al. “The Problem of the Yellow Milkmaid: A Business Model 
























                                                  
96 “博物館の原則：博物館関係者の行動規範”. 日本博物館協会. 2014, 30p. 



































101 Verwayen, Harry. et al. The Problem of the Yellow Milkmaid: A Business Model 
Perspective on Open Metadata. Europeana Professional, 2011, 25p.  
102 Crews, Kenneth D. Museum Policies and Art Images: Conflicting Objectives and 
Copyright Overreaching. Fordham Intellectual Property, Media & Entertainment Law 
Journal. 2012, vol. 22, p. 795-834.  
103 中野潔. 利用者による誤解の可能性を構造的に内包したコンテンツビジネスとその影
響：ペイドパブリシティーの問題および文化財の著作権存在偽装の問題を中心として. 学術




































                                                  
104 Verwayen, Harry. et al. The Problem of the Yellow Milkmaid: A Business Model 

































 この Goole Booksに対して 2003年当時フランス国立図書館長を務めていたジャン・ノエ













（当時）などがジャンヌネーの構想に支持を表明するとともに，EU 加盟国 25 カ国中 22
カ国の国立図書館も賛同の意を示している。 







ワーク(Europe Digital Library Network: EDLnet)という図書館色の強いものであったが、
やがてより一般的な Europeana へと名称が変更される。そして 2008 年 11 月 20 日には
Europeana（β版）が公開される。 
この時期に運営母体である Europeana Foundationもオランダ王立図書館に設置される








 Rijksmuseum は 2003 年より本館の改装工事に入り、部分的な開館を経て 2013 年にリ
ニューアルオープンした。この改装期間中にコレクション全品のデジタル化プロジェクト
も開始している。また、2011年には Europeanaへデータ提供を始めたことや同年末に the 
Dutch Cultuur Dataからオープンデータコンペティションへの画像提供を求められたこと
等も相まって、同館の Digital Managerである Peter Gorgels氏を中心にタスクフォースが
発足し、Rijksstudioプロジェクトが発足する。 
                                                  
106 ジャンヌネー, ジャン-ノエル. Googleとの闘い：文化の多様性を守るために. 佐々木勉
訳. 岩波書店. 2007, 166p. 
107 
http://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:52005DC0465&rid=4  




















には PDMではなくクレジット表示を求める CC BY111を付与すべきであると主張していた
が、Europeana やシンクタンク等の勧告および当時のオープンアクセス運動の隆盛を受け
て、全面的な PDMの採用を決定した。また、この徹底したデジタル化・オープン化の背景






 Rijksstudio はあくまで Rijksmuseumの主導で構築・公開されたものであり、直接的な





                                                  
109 同氏へのインタビュー調査による。 
110 Gorgels, Peter. “Rijksstudio: Make Your Own Masterpiece!”. Museums and the Web 
2013, 2013.  
111 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/  
































定した博物館関係者の行動規範 ICOM Code of Ethicsにおいても「博物館は、秘密と安全
の理由から生じる制限に配慮しつつ、収蔵品および関連するすべての情報 ができる限り自
由に利用できるようにする特別な責任がある」（セクション 3.2）ことおよび「博物館には、
                                                  
113 東京国立博物館博物館情報課長へのインタビュー調査による。 
114 Pekel, Joris. “Democratising the Rijksmuseum. Europeana Professional”. 2014, 15p.  
115 2010年～2012年までの 3年間の平均で 0.2%程度 
116 同氏へのインタビュー調査による。 
































 Europeanaが使用するメタデータスキーマであるEuropeana Data Model（以下、EDM）
に準拠して策定されたメタデータは、API 等を介した機械利用により活用される場合、外
部の情報資源へのリンク情報が蓄積されるようになる。これはミュージアムが本来作成し
                                                  
118 “ICOM職業倫理規定（2004年 10月改訂版）”. 日本博物館協会. 22p. 
119 “博物館の原則：博物館関係者の行動規範”. 日本博物館協会. 2014, 30p. 
120 Pekel, Joris. Democratising the Rijksmuseum. Europeana Professional. 2014, 15p.  
121 Verwayen, Harry. et al. The Problem of the Yellow Milkmaid: A Business Model 

































                                                  
122 江上敏哲. “「誰でも」とは誰か：デジタル・アーカイブのユーザーを考える”. デジタル・
アーカイブとは何か：理論と実践. 岡本真, 柳与志夫編. 勉誠出版, 2015, p. 27-47.  
123 ベンヤミン, ヴァルター. 複製技術時代の芸術. 佐々木基一編. 晶文社. 1999, 187p. 
124 Hazan, Susan. “The Virtual Aura: Is There Space for Enchantment in a 
Technological World?”. Museums and the Web 2001. 2001. 
125 同氏へのインタビュー調査および Gorgels, Peter. “Rijksstudio: Make Your Own 
Masterpiece!”. Museums and the Web 2013, 2013.による。 
54 
 

































                                                  
126 “Europeana Startegy 2015-2020: Impact”. Europeana Professional. 2014, 20p.  




 Verwayen 氏によると、Europeana が成功した最大の要因を大別すると、①メタデータ





 まず、3.2.2でも触れたメタデータへの CC0 の付与であるが、Europeanaはデータ提供
機関との間に交わすデータ交換協定（Data Exchange Agrement: DEA）130において、提供
するメタデータには CC0を付与することで権利放棄を行い、完全な自由利用を可能にする


















                                                  
128 生貝直人. “デジタルアーカイブ論に向けた課題整理”. 東京大学情報学環 DNP学術電子
コンテンツ研究寄付講座開設一年記念シンポジウム「産官学民の連携によるデジタル知識




131 “Definition of the Europeana Data Model v5.2.7”. Europeana Professional. 









ルでは自由利用を可能とするライセンス（CC BY, CC BY-SA, CC0, PDM）のどれかの付与、




























                                                  
134 水嶋英治．“博物館におけるデジタルアーカイブの動向”．文化・学術機関におけるデジ
タルアーカイブ等の運営に関する調査研究．株式会社シー・ディー・アイ，国立国会図書
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